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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

　
市
で
は
、
定
期
的
に
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
受
益
と
負
担
の
視
点
か
ら
実
際
の
経
費
（
コ
ス
ト
）
と
の
差
が
生
じ
て
い
た
一
部
使

用
料
を
改
定
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
う
料
金
改
定
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
平
成
26
年
4
月
1
日
（
自
転
車
等
駐
車
場
の
使
用
料

の
み
7
月
1
日
）
以
降
に
申
請
を
受
け
る
分
か
ら
適
用
し
ま
す
。
な
お
、
住
民
票
の
交
付
な
ど
の
手
数
料
の
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

4
月
1
日
か
ら
使
用
料
の
一
部
を
改
定

使
用
料
・
手
数
料
と
は

　
市
で
は
、
公
民
館
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
施
設
の
利
用
に
対
し
て
は
使

用
料
、
住
民
票
な
ど
の
交
付
な
ど
に

対
し
て
は
手
数
料
を
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
と
利
用
し
な
い
人
と
の
間
に
不

公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の

で
、
実
費
の
範
囲
内
で
そ
の
使
用
料
・

手
数
料
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

算
定
方
法

「
①
経
費
（
コ
ス
ト
）
の
算
出
」

　
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
1
年
間
あ
た
り
の

経
費
を
、
そ
の
事
務
に
要
し
た
人
件

費
や
光
熱
水
費
な
ど
の
管
理
運
営
費

と
施
設
の
減
価
償
却
費
に
よ
り
積
算

し
、
こ
の
経
費
を
年
間
利
用
可
能
時

間
な
ど
で
割
り
か
え
し
、
1
時
間
あ

た
り
、
ま
た
は
利
用
者
1
人
あ
た
り

の
コ
ス
ト
を
算
出
し
ま
し
た
。

「
②
負
担
額
の
算
定
」

　
使
用
料
は
、
算
出
し
た
経
費
に
対

し
て
、
公
民
館
の
利
用
な
ど
全
市
民

が
対
象
で
、
広
く
地
域
の
連
帯
、
健

康
の
増
進
な
ど
に
関
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
50
㌫
、
自
転
車
等
駐
車
場
な

ど
特
定
の
市
民
が
対
象
と
な
る
も
の

は
1
0
0
㌫
の
額
が
改
定
後
の
金
額

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
算
定
結
果

が
現
行
料
金
を
大
き
く
超
え
る
も
の

は
、
利
用
者
の
急
激
な
負
担
増
と
な

る
た
め
、
消
費
税
率
等
の
改
正
分
も

含
め
て
上
げ
幅
は
、
現
行
料
金
の

体育館の照明設備

1
・
5
倍
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　
改
定
す
る
使
用
料
は
左
表
の
と
お

り
で
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
各
担

当
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
班
　
内

線
3
3
8
1
・
2

自転車等駐車場の使用料のみ7月1日以降の申請から改定
となります。

白井駅前の駐輪場

テニスを楽しむ利用者の皆さん

柔剣道場

見直しにより改定される主な使用料の一覧

項目 単位

現行の使用料（円） 改定後の使用料（円）
経費（コ
スト）の
算出結果

担当課
一般

高校・
大学生

小・中
学生

一般
高校・
大学生

小・中
学生

庭球場（運動公
園を除く）

1面2時間
につき

380
（760）

180
（360）

90
（180）

570
（1,140）

280
（560）

140
（280）

609 ～ 660

生涯学習課
スポーツ振
興班　内線
3435

●改定後の金額は、消費税率改正分を加味した金額です。
●使用料の（　）内の数字は、市内在住・在勤者以外の金額です。

項目 区分 単位
現行の使用料（円） 改定後の使用料（円） 経費（コスト）

の算出結果
担当課

一般 高校生以下 一般 高校生以下

自転車等駐
車場

自転車
定期利用
（1年間）

2,400 1,200 3,600 1,800

3,985 
市民安全課
交通防犯班 
内線3321・2

（4,800） （2,400） （7,200） （3,600） 

原動機付
自転車

3,600 1,800 5,400 2,700 

（7,200） （3,600） （10,800） （5,400） 
●改定後の金額は、消費税率改正分を加味した金額です。
●自転車等駐車場は、年間利用の事前申請分が大部分を占めており、利用者の公平性の確保のため、7月1日以降に受
ける申請分から改正料金となります。一時利用の料金は変更ありません。
●使用料の（　）内の数字は、市外在住者の金額です。

学校体育施設使用に係る電気料金負担額の改定
　学校の体育館や柔剣道場など、学校屋内施設は電気料金の実費相当額を負担していただい
ていますが、電気料金などの改定などにより、下表のとおり見直しを行います。

項目 区分 単位
現行の使用料
（円）

改定後の使用
料（円）

経費（コスト）
の算出結果

担当課

学校体育
施設

体育館
1時間につき

100 140 149 生涯学習課
スポーツ振興班
内線3435柔剣道場 50 70 110
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文化会館大ホール

消費税率改正により改定する主な使用料（利用料金）
　消費税率の改正に伴い、4月1日から使用料（利用料金）を下表のとおり改定します。
　現在指定管理者が管理している施設の利用料金は、今後市と指定管理者が改定額を上限に
協議の上、実際の利用料金を決定します。詳細については、各担当課に問い合わせてください。
問　財政課行政改革推進班　内線3381・2

冨士センター（学習等供用施設）の利用料金　問　冨士センター　☎（446）1911

区分（室名等） 単位
現行金額（円） 改定金額（円）

午前 9～
午後 5時

午後 5～
午後 9時

午前 9～
午後 5時

午後 5～
午後 9時

現在昼間１時間230円で利用し
ている部屋（集会室、休養室2）

1時間に
つき

230 330 230 340

現在昼間１時間470円で利用し
ている部屋（調理室）

470 570 480 590

現在昼間１時間630円で利用して
いる部屋（視聴覚室、大集会室）

630 730 640 750

指定管理者が管理する施設
　次の施設は、現在指定管理者が施設管理をしており、改定後の金額を指定管理
者と協議しています。決定次第に各施設や広報、ホームページなどでお知らせし
ます。
　該当する施設と問い合わせ先は次のとおりです。
◆西白井複合センター、白井駅前センター、桜台センター、青少年女性センター
　　問　生涯学習課社会教育班　内線3431
◆公民センター　問　商工振興課商工振興班　内線3242
◆白井コミュニティセンター　問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3152
◆運動公園・市民プール　　問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

市営水道料金　　　　　　　　　　　　　　　　　問　上下水道課業務班　内線 3457
水道料金（1カ月につき）

基本料金 従量料金（使用水量１㎥あたり）
使用するメー
ターの口径 現行金額（円）改定金額（円） 使用水量 現行金額

（円）
改定金額
（円）

13㎜ 682.5 702.0 １㎥から10㎥まで 94.5 97.2 
20㎜ 934.5 961.2 10㎥を超え20㎥まで 157.5 162.0 
25㎜ 1,669.5 1,717.2 20㎥を超え40㎥まで 252.0 259.2 
40㎜ 6,667.5 6,858.0 40㎥を超え100㎥まで 346.5 356.4 
50㎜ 15,120.0 15,552.0 100㎥を超え500㎥まで 420.0 432.0 
75㎜ 34,755.0 35,748.0 500㎥を超えるもの 462.0 475.2 

100㎜以上 67,095.0 69,012.0 
●上の表で得た料金の1円未満は切り捨てます。
●水道料金は基本料金と従量料金からなっており量水器の大きさ（口径）と使用
数量により算出します。
●基本料金は使用水量の有無にかかわらずいただく料金、従量料金は使用水量に
応じていただく料金です。
（計算例）　量水器の口径が20mmで2か月の使用水量が50㎥使用の場合
改定後（基本料金＋従量料金）＝水道料金
25㎥＝{961.2円＋（97.2×10㎥＋162×10㎥＋259.2×5㎥）}＝4,849円
25㎥＝{961.2円＋（97.2×10㎥＋162×10㎥＋259.2×5㎥）}＝4,849円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   計　9,698円
使用するメー

ターの口径

給水申込納付金 軽減適用の場合
現行金額（円） 改定金額（円） 現行金額（円） 改定金額（円）

13㎜ 157,500 162,000 78,750 81,000 
20㎜ 283,500 291,600 141,750 145,800 
25㎜ 483,000 496,800 241,500 248,400 
40㎜ 1,470,000 1,512,000 735,000 756,000 
50㎜ 2,625,000 2,700,000 1,312,500 1,350,000 
75㎜ 7,035,000 7,236,000 3,517,500 3,618,000 

100㎜以上 市長が別に定める額
●給水申込納付金は、給水装置を新設または改造する際に納付していただく金額
です。

市下水道料金　　　　　　　　　　　　　　　　問　上下水道課業務班　内線 3458
下水道料金（1カ月につき）

基本料金 超過使用料金（使用水量１㎥あたり）

使用水量 現行金額
（円）

改定金額
（円） 使用水量 現行金額

（円）
改定金額
（円）

10㎥以下 945 972 

10㎥を超え20㎥以下 115.50 118.80 
20㎥を超え30㎥以下 136.50 140.40 
30㎥を超え50㎥以下 152.25 156.60 
50㎥を超え100㎥以下 168.00 172.80 
100㎥を超え500㎥以下 189.00 194.40 
500㎥を超え5,000㎥以下 210.00 216.00 
5,000㎥を超えるとき 241.50 248.40 

●上の表で得た料金の1円未満は切り捨てます。
●基本料金は使用水量の有無にかかわらずいただく料金です。
（計算例）　２カ月の使用量50㎥の場合
改定後　25㎥＝（972円＋118.8円×10㎥＋140.4円×5㎥）＝2,862円
　　　　25㎥＝（972円＋118.8円×10㎥＋140.4円×5㎥）＝2,862円　計　5,724円

そのほかの占用料および使用料については下記の担当課に問い合わせてください。
◆道路占用料　問　道路課維持管理班　内線3214　◆都市公園占用料、都市公園
での営利行為など　問　都市計画課公園緑地班　内線3238　◆病虫害防除機の使
用料、農業センターの使用料　問　農政課農政班　内線3252

文化会館の使用料
文化会館基本使用料　　　　　　　問　文化会館　☎（492）1121

室名など 単位
現行金額（円）改定金額（円）

平日
土・日
曜

平日
土・日
曜

大ホール

午前（9時～ 12時） 23,620 28,350 24,300 29,160 
午後（13時～ 17時） 33,070 39,690 34,020 40,820 
夜間（18時～ 21時30分）33,070 39,690 34,020 40,820 
全日（9時～ 21時30分） 80,790 96,860 83,100 99,630 

中ホール

午前（9時～ 12時） 5,510 6,610 5,670 6,800 
午後（13時～ 17時） 7,710 9,130 7,930 9,390 
夜間（18時～ 21時30分） 7,710 9,130 7,930 9,390 
全日（9時～ 21時30分） 18,740 22,520 19,270 23,160 

楽
屋

第1楽屋
第2楽屋

午前（9時～ 12時） 780 810 
午後（13時～ 17時） 1,100 1,130 
夜間（18時～ 21時30分） 1,100 1,130 
全日（9時～ 21時30分） 2,670 2,750 

第3楽屋
第4楽屋
第5楽屋

午前（9時～ 12時） 940 970 
午後（13時～ 17時） 1,260 1,290 
夜間（18時～ 21時30分） 1,260 1,290 

全日（9時～ 21時30分） 3,150 3,240 

練
習
室

第1練習
室

午前（9時～ 12時） 1,570 1,620 
午後（13時～ 17時） 2,200 2,260 
夜間（18時～ 21時30分） 2,200 2,260 
全日（9時～ 21時30分） 5,350 5,500 

第2練習
室

午前（9時～ 12時） 1,410 1,450 
午後（13時～ 17時） 1,890 1,940 
夜間（18時～ 21時30分） 1,890 1,940 
全日（9時～ 21時30分） 4,720 4,860 

※金額は市内在住者および市内事業者の料金です。市外料金および
附帯設備使用料は直接問い合わせてください。

プラネタリウム館入館料　問　プラネタリウム館　☎（492）1125

対象 単位
現行金額（円）改定金額（円）
大人 子供 大人 子供

市内在住者
１人1回
につき

個人 210 100 210 100 

団体 160 80 170 80 

※市外在住者料金は直接問い合わせてください。

都市公園の使用料
公園にある競技広場などの使用料
　　　　　　　　　　　問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

名称など 区分 単位
現行金額（円） 改定金額（円）

一般
高校・
大学生

小・中
学生

一般
高校・
大学生

小・中
学生

競技広場
（運動公園
を除く）

競技広
場

2時間 1,570 780 380 1,620 810 390 

照明灯
使用料

1時間 5,740 5,900 

※市外料金は直接問い合わせてください。

総合保健センター使用料　問　健康課健康づくり推進班　内線 5328
室名など 単位 現行金額（円）改定金額（円）

健康増進ルーム 1人1回につき 300 310 
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〜
市
政
運
営
の
指
針
〜

新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
が
始
ま
り
ま
す

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

〜
市
政
運
営
の
指
針
〜

新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
が
始
ま
り
ま
す

　
市
で
は
、
長
期
的
展
望
を
も
つ
計

画
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
の
指
針

と
し
て
第
4
次
総
合
計
画
（
平
成
18

〜
平
成
27
年
度
）
を
策
定
し
、
将
来

像
で
あ
る
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健

康
な
ま
ち
　
し
ろ
い
」
を
実
現
す
る

た
め
、
各
種
施
策
や
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
総
合
計
画
が
平
成
27
年
度
を

も
っ
て
計
画
期
間
を
終
了
し
ま
す
。

そ
の
成
果
や
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
社
会
環
境
の
変
化
な
ど
も
的

確
に
と
ら
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら

の
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

基
本
的
な
事
項
と
な
る
策
定
方
針
を

「第5次総合計画」の構成と期間

基本構想

　基本構想は、市の将来像や基本理念、将来人口、土地
利用構想および施策大綱で構成し、施策大綱は、将来像
を実現するための基本的施策の方針を示すものです。

10カ年計画（平成28 ～ 37年度）

基本計画

　基本計画は、基本構想で明らかにされた施策大綱を受
け、その課題などの解決を図るための基本施策を体系的
に示すものです。

前期基本計画 後期基本計画
5カ年計画

（平成28 ～ 32年度）
5カ年計画

（平成33 ～ 37年度）

実施計画

　実施計画は、基本計画で定めた基本施策を実現するた
めの具体的な事業を明らかにしたもので、財源の裏付け
を伴ったものです。

前期実施計画 後期実施計画
5カ年計画

（平成28 ～ 32年度）
5カ年計画

（平成33 ～ 37年度）
　　　部分が今回策定する計画となり、平成26・27年度で策定します。

定
め
ま
し
た
。

　
こ
の
方
針
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
計
画
の
名
称

　
白
井
市
第
5
次
総
合
計
画

◆
計
画
の
構
成
と
期
間

　
左
上
表
の
と
お
り

◆
策
定
に
あ
た
っ
て
の
視
点

●
少
子
化
・
高
齢
化
対
策
、
持
続
可

能
な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
最
重

点
課
題
と
し
、
そ
の
課
題
に
対
応
し

す
る
よ
う
に
し
ま
す

●
開
か
れ
た
行
政
、
市
民
参
加
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
す
る
よ
う

に
し
ま
す

●
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政
運
営
に
対

応
す
る
よ
う
に
し
ま
す

●
市
政
の
最
上
位
計
画
と
し
て
、
各

行
政
分
野
に
お
け
る
計
画
を
、
連
動
・

整
合
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す

◆
策
定
の
方
法
な
ど

●
広
く
市
民
の
意
見
が
反
映
で
き
る

よ
う
、
意
見
交
換
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
、
策
定
過
程
で

の
市
民
参
加
を
推
進
し
ま
す

●
策
定
会
議
な
ど
を
設
置
し
、
広
く

職
員
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
全
庁

で
横
断
的
な
体
制
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す

●
人
口
や
土
地
利
用
な
ど
関
連
性
の

深
い
、
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
で
あ
る
「
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
同
時
に
策
定
し
ま

す◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
計
画
の
概
要
や
策
定
の
経
過
は
、

広
報
し
ろ
い
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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ワークショップの様子

平
成
27
年
度
以
降
の

「
北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援
補
助
金
」
の

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
支
援
を

図
る
た
め
「
北
総
線
地
域
限
定
通
学

定
期
乗
車
券
助
成
事
業（
別
表
1
）」

に
よ
る
通
学
定
期
の
助
成
を
行
い
、

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で

約
5
年
間
、
約
3
億
3
、 

4
0
0
万

円
を
支
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
「
北
総
線
運
賃
値
下
げ

支
援
補
助
金
（
別
表
2
）」
の
合
意

期
間
5
年
分
の
助
成
額
、
約
1
億
6
、

2
0
0
万
円
と
合
わ
せ
て
10
年
間
で

4
億
9
、 

6
0
0
万
円
の
助
成
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
終
了
時
は
、
通
学
定

期
券
の
助
成
を
始
め
て
か
ら
、
区
切

り
の
10
年
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
を
継
続
し
な
い

理
由

①
北
総
線
の
高
運
賃
は
沿
線
住
民
の

通
学
や
通
勤
な
ど
、
利
用
者
に
と
っ

て
は
重
い
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
運

賃
値
下
げ
は
沿
線
住
民
の
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
が
、
千
葉
県
の
尽
力
に

よ
り
、
平
成
21
年
11
月
30
日
に
千
葉

県
、
沿
線
自
治
体
お
よ
び
鉄
道
事
業

者
間
の
運
賃
値
下
げ
に
係
る
合
意
に

よ
る
支
援
が
履
行
さ
れ
、
平
成
22
年

7
月
17
日
か
ら
運
賃
の
値
下
げ
が
実

現
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

②
こ
の
間
、
北
総
鉄
道
㈱
の
平
成
24

年
度
事
業
報
告
は
過
去
最
大
の
利
益

で
、
13
期
連
続
の
黒
字
が
確
保
で
き
、

懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
た
債
務
超
過

の
状
態
が
解
消
さ
れ
た
。

③
合
意
は
あ
く
ま
で
も
、
平
成
26
年

度
ま
で
の
5
年
間
の
も
の
で
あ
り
、

「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
係
る
合

意
書
第
4
項
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、

経
営
状
況
を
勘
案
す
る
た
め
、
印
西

市
、
白
井
市
で
構
成
さ
れ
た
「
北
総

線
運
賃
問
題
対
策
協
議
会
」
に
お
い

て
平
成
25
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し

た
「
北
総
線
運
賃
問
題
に
関
す
る
調

査
に
係
る
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
運

賃
値
下
げ
に
関
す
る
補
助
金
が
無
く

と
も
、
現
行
運
賃
の
維
持
が
可
能
と

さ
れ
て
い
る
。

④
北
総
鉄
道
㈱
は
、
鉄
道
事
業
と
い

う
公
共
性
の
高
い
業
種
と
し
て
社
会

的
責
任
を
果
た
し
、
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
経

営
が
安
定
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、

自
助
の
努
力
に
よ
り
利
用
者
に
と
っ

て
最
善
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

⑤
少
な
く
と
も
現
状
に
お
い
て
、
鉄

道
事
業
者
が
負
担
し
て
い
る
3
億
円

で
通
学
定
期
助
成
の
継
続
は
可
能
と

考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
北
総
鉄
道
㈱
に

対
す
る
市
の
方
針

　
①
〜
⑤
の
事
柄
を
考
慮
し
た
結
果
、

市
は
平
成
27
年
度
以
降
の
運
賃
値
下

げ
に
要
す
る
補
助
金
は
継
続
で
き
な

い
と
の
方
針
に
至
り
ま
し
た
。

　
方
針
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
沿

線
市
の
市
長
を
訪
問
し
、
運
賃
問
題

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
北
総
鉄
道
㈱
か
ら
は
、
平
成
27
年

度
以
降
の
補
助
金
の
継
続
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
12
月
ま
で
に
書
面
に
よ
る

回
答
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

12
月
26
日
に
、
板
倉
印
西
市
長
と
伊

澤
白
井
市
長
が
北
総
鉄
道
㈱
を
訪
ね
、

回
答
書
を
提
出
し
考
え
を
伝
え
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
千
葉
県
を
訪
問
し
、

北
総
線
沿
線
6
市
（
市
川
市
、
船
橋

市
、
松
戸
市
、
鎌
ヶ
谷
市
、
印
西
市
、

白
井
市
）
の
総
意
と
し
て
、
沿
線
6

市
の
市
長
連
名
に
よ
る
、
北
総
線
運

賃
問
題
に
係
る
協
議
の
場
の
設
置
に

関
す
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

協
議
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と

の
理
由
で
、
要
請
書
は
受
理
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
運
賃
問
題
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
係
る
合

意
書
第
4
項
」
で
「
平
成
27
年
度
以

降
に
お
け
る
、
本
合
意
書
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
北
総
鉄
道
の
経

営
状
況
を
勘
案
し
、
安
定
的
な
運
賃

体
系
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
関
係
者

間
で
協
議
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
状
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
沿
線
6
市
で
は
、

担
当
職
員
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も

関
係
者
間
で
の
協
議
の
場
を
設
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
、

沿
線
6
市
の
共
通
認
識
と
し
て
、
そ

の
設
置
に
つ
い
て
県
に
要
請
し
た
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
県
に
は
併
せ
て
北
総
鉄
道

　
広
報
し
ろ
い
1
月
1
日
号
で
、
平
成
27
年
度
以
降
の
「
北
総
線
運
賃
値
下
げ
支
援
補
助
金
」
は
、
継
続
し
な
い
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
市
は
、
北
総
鉄
道
㈱
の
経
営
状
況
な
ど
を
精
査
、
検
討
し
た
結
果
、
北
総
線
の
運
賃
値

下
げ
に
要
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
の
考
え
を
、
次
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

（別表1） 　　　北総線地域限定通学定期乗車券助成事業

年度
通学定期分

（円）
発券機分
（円）

合計
（円）

利用人数
（人）

対象人口
（人）

利用率
（㌫）

平成17年度 69,205,320 565,000 69,770,320 2,257 4,719 47.8

平成18年度 62,438,570 562,000 63,000,570 2,031 4,547 44.7

平成19年度 62,136,600 562,000 62,698,600 1,999 4,507 44.4

平成20年度 62,640,844 562,000 63,202,844 1,962 4,417 44.4

平成21年度 61,640,226 562,000 62,202,226 1,980 4,354 45.5

平成22年度 15,952,440 － 15,952,440 1,937 4,304 45.0

合計 334,014,000 2,813,000 336,827,000 12,166 26,848 45.3

※対象人口は、市内に住所登録している高校生以上の生徒、学生（平成18
年6月1日から対象者を22歳以下とする）

（別表2）
北総線運賃値下げ補助金
年度 金額（円）

平成22年度 23,632,000
平成23年度 34,500,000
平成24年度 34,500,000
平成25年度 34,500,000
平成26年度 34,500,000
合計 161,632,000

㈱
へ
提
出
し
た
補
助
金
を
継
続
で
き

な
い
旨
の
回
答
書
の
写
し
を
示
し
、

印
西
市
お
よ
び
白
井
市
、
両
市
の
考

え
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
白
井
市
や
印
西
市
、
他
市

の
一
部
が
補
助
金
を
支
出
し
な
い
方

針
を
決
め
た
こ
と
で
、
北
総
鉄
道
㈱

が
運
賃
を
値
下
げ
前
に
戻
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
千
葉
県
や
沿
線
6
市
と

引
き
続
き
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
期
間
は
2
月
17
日
㈪
か
ら
3
月
17
日
㈪
ま
で
で
す
。
市
で
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
の
提
出
の
他
、
無
料
相
談
や
自
書
説
明
会
な
ど
で
順
次
受
け
付
け
ま
す
。

こ
ん
な
人
は
還
付
申
告
を

　
給
与
所
得
者
が
提
出
で
き
る
還
付

申
告
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）】

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
新

築
ま
た
は
中
古
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
購

入
や
既
存
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
増
改
築

な
ど
を
行
い
、
そ
の
要
件
が
新
築
ま

た
は
増
改
築
し
た
場
合
は
、
次
の
①

か
ら
⑤
ま
で
、
中
古
住
宅
の
場
合
は

①
か
ら
⑥
ま
で
の
全
て
に
当
て
は
ま

る
場
合
に
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
日
か
ら
6
カ

月
以
内
に
入
居
し
、
引
き
続
き
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
申
告
者
の
合
計
所
得
が
3
、   

0
0

0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

③
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が

10
年
以
上
あ
り
、
月
賦
の
よ
う
に
分

割
で
返
済
し
、
平
成
25
年
12
月
31
日

現
在
で
年
末
残
高
が
あ
る
こ
と

④
1
棟
の
家
屋
で
床
面
積
が
50
平
方

㍍
以
上
あ
り
、
床
面
積
の
2
分
の
1

以
上
が
専
ら
居
住
用
で
あ
る
こ
と

⑤
居
住
年
ま
た
は
そ
の
年
の
前
後
2

年
以
内
に
、
譲
渡
所
得
に
係
る
一
定

の
特
例
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
こ

と⑥
家
屋
の
取
得
の
日
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
て
20
年
以
内
（
耐
火
建
築
物
に
つ

い
て
は
25
年
以
内
）
に
建
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

【
医
療
費
控
除
】

　
自
分
や
自
分
と
生
計
を
同
一
に
す

る
親
族
の
病
気
や
け
が
な
ど
で
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
一
定
の
金
額

の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象
と
な
る
医
療
費
　
平
成
25
年
中

に
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
、
保
険
金

な
ど
で
補ほ
て
ん填
さ
れ
た
金
額
を
引
き
、

さ
ら
に
10
万
円
（
総
所
得
金
額
な
ど

が
2
0
0
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の

5
㌫
相
当
額
）
を
引
い
た
金
額
（
最

高
2
0
0
万
円
ま
で
）

◆
年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不

要
制
度

　
年
金
所
得
者
の
う
ち
、
公
的
年
金

の
収
入
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
公

的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
は
提
出
で
き
ま
す
。

　
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
で

も
、
生
命
保
険
料
な
ど
「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
の
な
い

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
無
料
相
談
・
自
書
指
導
会

　
市
で
は
、
申
告
者
に
補
助
者
が
付

き
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
申
告
書
を
作

成
し
て
提
出
で
き
る
「
無
料
相
談
」

や
市
役
所
で
申
告
書
を
作
成
し
て
提

出
で
き
る
「
自
書
指
導
会
」
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

　
開
催
日
に
は
、
既
に
申
告
者
自
身

で
作
成
し
た
申
告
書
も
会
場
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の
は
右
下

枠
の
と
お
り
で
す
。

　
無
料
相
談
・
自
書
指
導
会
な
ど
の

日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
所
得
税
の
青
色
申
告
や
譲
渡
所
得
、

消
費
税
、
贈
与
税
な
ど
に
つ
い
て
は

市
で
は
申
告
用
紙
の
配
布
の
み
を
行

い
ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
の
詳
細
は

左
下
枠
の
「
成
田
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
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☎
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7
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1
5
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「
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
」
が
確
定
申
告
で
利

用
で
き
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
25
年
中
に
納
付
し

た
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
金
額

を
一
つ
に
ま
と
め
た
「
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
」
を
、
は
が
き
で
今
月
下

旬
に
納
税
義
務
者
へ
送
付
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
確
定
申
告
や
市
・
県
民
税

の
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
の
資
料
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
「
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
に
は

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
る

「
特
別
徴
収
分
」
は
含
ま
れ
て
い
な

い
の
で
、
特
別
徴
収
分
の
金
額
は
年

金
支
払
者
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
　
保
険
年
金
課
保
険

税
班
　
内
線
3
1
7
1
〜
3

　
介
護

保
険
料
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

無料相談・自書指導会日程
項目 日程 時間 場所

申
告
期
間
前

①パソコンによ
る無料相談

1月24日㈮・
27日㈪

10:00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

白井市役所
（6階正庁）

②無料相談
2月10日㈪・
2月12日㈬～
14日㈮

イオンモール千葉
ニュータウン3階イオ
ンホール（印西市）

③年金収入のみ
の人を対象とし
た自書説明会

2月14日㈮ 西白井複合センター

申
告
期
間
中

④自書指導会

2月17日㈪か
ら3月17日㈪
までの平日

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00 白井市役所

（6階正庁）
2月22日㈯・
3月1日㈯

9：00 ～ 12：00

※上記期間中は、申告書の提出のみもできます。
①はパソコンで申告書を作成する際に補助者が助言などをし、作成後
は提出（送信）できます（書面での申告書の作成もできます）。
③は年金収入額400万円以上の人や控除などを追加し還付を受ける人
が対象となり、税理士による講義式の説明会です。
④は市職員の助言を受けながら、自分で作成した後、提出ができます。

各種申告で必要なもの
申告の種類 必要なもの

住宅借入金等特別
控除（住宅ローン
控除）

（新築住宅の場合）申告者が記載された住民票、家屋の登記事項証明
書、請負契約書または売買契約書の写し、住宅取得資金に係る「借
入金の年末残高証明書」、敷地などの購入に係る控除も受ける場合
は、その敷地などの登記事項証明書と敷地などの売買契約書や分譲
の契約書の写し
（中古住宅の場合）新築住宅の場合の必要書類のほか、債務の承継に
関する契約に基づく債務を引き継いだ場合は債務の承継に係る契約
書の写し、耐震基準に適合する場合は耐震基準適合証明書または住
宅性能評価書の写し
（増改築の場合）新築住宅の場合の必要書類のほか、建築確認済書の
写し・検査済証の写し・増改築等工事証明書のいずれか１つ

医療費控除 病院や薬局などの領収を証する書類、保険金などで補填される金額
が分かるもの

農業所得・不動産
所得

固定資産税・都市計画税納税通知書、土地改良区賦課金・農業共済
掛金・農業者年金保険料の金額の分かるもの

確定申告に必要なもの

【確定申告書の作成・提出会場】
　成田税務署では、平成25年分の所得税・贈与税・個人
消費税の確定申告書の作成・提出会場を次の日程でイオン
モール成田2階イオンホール（成田市）に設けます。
※会場に納税窓口はありません。また会場では納税証明書
を発行できません。
　開催期間中、成田税務署内には、確定申告書の作成会場
および申告に関する相談会場は設けていません。
受け付け日時　2月3日㈪から3月17日㈪までの平日と2月23
日㈰、3月2日㈰　午前9時～午後4時
※申告書の提出は、午後5時まで受け付けます。

成田税務署からのお知らせ

■問　成田税務署☎0476（28）5151（代表）

【所得税の確定申告　e―Taxならこんなにいいこと】
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
作成した確定申告のデータは、インターネットを利用して
提出することができます。
●添付書類の提出が省略できます
　医療費の領収書や源泉徴収票などは、その記載内容を入
力して送信することにより、提出や提示を省略することが
できます。ただし、領収証や源泉徴収票などの必要書類は、
後日税務署が提示を求める場合があるので、5年間は手元に
保存してください。
●還付が早く受け取れます
　ｅ―Ｔａｘで申告された還付申告は、早期に処理をして
いますので、還付が早く受けられます。
●贈与税の申告もｅ―Ｔａｘで
　贈与税の申告もｅ―Ｔａｘで提出できます。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

　確定申告には印鑑、筆記用具、計算機、平成25年分の収入金額が分かるもの（給与・
年金の源泉徴収票など）、申告者名義の金融機関（銀行・郵便局など）の口座番号が分
かるもの、控除額が分かるものなどが必要になります。
　控除額が分かる主なものは次のとおりです。
該当する場合に必要な書類　国民年金保険料控除証明書または証明書以外の保険料を納
付済の場合は領収証書の写し、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の
領収証書など納付金額の分かるもの、生命保険料や地震保険料の控除証明書、障害者手
帳などの写し、配偶者の所得金額の分かるものなど
※障害者手帳を持っていなくても65歳以上で介護保険の要介護認定を受けている人は、
障害者に準ずるものとして控除の対象に認定される場合（障害者控除対象者認定書の交
付）がありますので、高齢者福祉課に相談してください。
※申告の種類によって下表のとおり必要なものが異なるので、必ず確認してください。

高額な医療費を負担した人は領収書のコピーを必ずとっておきましょう
　市の国民健康保険に加入し、1カ月の医療費が高額（対象世帯における限度額を超え
た額）になった場合、申請手続き後に市から高額医療費が支給されます。
　申請手続きをするには、医療機関で受診した際の領収書かその写しの添付が必要にな
るので、確定申告で医療費控除の還付申告をする場合は、あらかじめ領収書の写しを保
管しておいてください。
　支給対象者には、受診の2から3カ月後に支給申請に関するお知らせを送付しています。
※領収書かその写しで支払金額が確認できない場合、高額療養費を支給できないことが
あります。
■問　保険年金課保険年金班　内線3180

※国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作
成した申告書は印刷して郵送などでも提出できます。
　その場合、確定申告書の控えに税務署の収受印が必要な人
は、提出用の申告書のほかに申告書の控えと切手を貼った返
信用封筒を同封してください。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
夫
宛
て
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
差
出
人
は
、
海
外
で
恵

ま
れ
な
い
人
に
対
し
て
援
助
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
よ
う
だ
。
趣
旨
や

活
動
に
は
賛
同
す
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
個
人
に
送
付

し
寄
付
の
依
頼
を
し
て
い
る
。

　
ど
こ
で
夫
の
名
前
や
住
所
を
調
べ

た
の
か
不
思
議
だ
。
信
用
で
き
る
の

か
知
り
た
い
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

A
　
テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
な
ど
で
、

国
の
内
外
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
様
子
を
見
た
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
有
名
な
団
体
も
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
使
っ
て
、
寄
付
や
募
金
の
勧
誘

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
よ
く

似
た
名
前
を
作
っ
て
、
同
じ
よ
う
に

振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
届
い
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
す
べ

て
が
信
用
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
事

務
所
な
ど
を
調
べ
、
そ
の
趣
旨
に
賛

同
で
き
る
と
こ
ろ
に
寄
付
を
し
ま
し

ょ
う
。

　
受
け
取
っ
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

が
未
開
封
な
ら
ば
、
郵
送
業
者
に
そ

寄
付
や
募
金
を
求
め
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

の
旨
を
申
し
出
て
持
ち
帰
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
宛
て
先
に

な
っ
て
い
る
住
所
地
に
あ
な
た
が
住

ん
で
い
る
こ
と
が
、
相
手
に
明
ら
か

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
か
、
送
り
返
す
か
は
、
よ

く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
、
同
窓
会

名
簿
や
電
話
帳
を
基
に
発
送
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
団
体
な
ど

の
事
業
者
に
個
人
情
報
の
入
手
先
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
の
勧
誘
を
断
わ
り
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
再
勧
誘
を
し
な
い
よ

う
に
要
求
し
、
勧
誘
名
簿
か
ら
削
除

す
る
よ
う
に
依
頼
を
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
疑
問
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役

所
2
階
）

174

住居表示実施のお知らせ

「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄付者 住所 寄付者が使い道を指定した事業 寄付金額

匿名 ― 防犯対策及び交通安全対策の
推進に関する事業 750,000円

白井あすなろライオンズク
ラブ　会長　飛田宏紀 船橋市 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 30,000円

白井ライオンズクラブ
会長　日色進 市内 高齢者及び障害者の福祉の向

上に関する事業 50,000円

匿名 ― 指定無し 930円
フリマ第一
代表　原清一 船橋市 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 5,000円

白井市文化祭ダンスフェス
ティバルvol.12実行委員会 市内 文化の振興及び文化財の保護

に関する事業 24,889円

プラザ西白井１番街団地管
理組合 市内 高齢者及び障害者の福祉の向

上に関する事業 3,675円

平川正雄 市内 高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業 20,000円

白井市食品衛生組合
組合長　中村忠蔵 市内 高齢者及び障害者の福祉の向

上に関する事業 64,735円

匿名 ― 高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業 5,000円

10月から12月までの合計 954,229円

～善意ありがとうございます～
「まちづくり寄附金」の受け入れ状況を公表します

　10月から12月末までに市に寄せられた寄付金の受け入れ状況を下表のと
おり公表します。
　市には、4月から12月末現在で24件、合計4,435,024円の寄付が寄せられ
ました。
　いただいた寄付金は、寄付された皆さんのご希望に添うよう、大切に使
わせていただきます。
■問　財政課財政班　内線3331・2

　1月6日から、桜台二丁目に隣接する大字十余一、大字谷田およ
び大字清戸の各一部の住居表示が「桜台一丁目」「桜台四丁目」「桜
台五丁目」に変わりました。
　桜台四丁目の住居表示実施区域については、戸建住宅を主体と
する低層住宅地区として地区計画が定められます。
■問　市民課市民班　内線3146

白井市地球温暖化防止対策実行計画　平成24年度結果
基準年度

（H20）実績
最終目標
（H26末） H24実績 達成

状況
主な
使用目的

温室効果ガス総
排出量（㌔㌘） 4,310,590 4,095,061 4,172,869 未達成 －

電気使用量
（㌔㍗アワー） 5,603,328 5,267,128 5,244,278 達成 照明、冷房、

OA機器

燃
料
使
用
量

ガソリン（㍑） 31,895 28,067 32,563 未達成 庁用車

灯油（㍑） 47,955 45,557 45,471 達成 福祉センター
の風呂、暖房

軽油（㍑） 5,326 4,899 5,520 未達成 庁用車（バスなど）

A重油（㍑） 38,300 38,300 27,400 達成 暖房
（小・中学校）

液化天然ガス
（㌔㌘） 1,545 1,545 233 達成 小学校家庭課室

での授業など
都市ガス
（立方㍍） 425,453 416,943 473,131 未達成 冷房、暖房

※温室効果ガスの排出量は、電気や燃料の使用量に定められた数値を乗じ
て得た値です。「温室効果ガス」とは地面から放射された赤外線の一部を
吸収して温室効果をもたらす気体の総称で、市ではそのうち二酸化炭素を
削減の取り組み対象としています。

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原

因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

減
ら
す
た
め
「
白
井
市
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保
全
に
関
し

て
配
慮
す
べ
き
具
体
的
事
項
を
定
め

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
結

果
を
評
価
し
今
後
の
参
考
と
す
る
た

め
、
平
成
24
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

総
排
出
量
と
、
そ
の
発
生
源
と
な
る

電
気
や
各
種
燃
料
の
使
用
量
を
集
計

し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　
平
成
24
年
度
は
、
緊
急
節
電
対
策

な
ど
の
成
果
も
あ
り
ま
し
た
が
、
温

室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
最
終
削
減

目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
未
達
成
と
な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
お
よ

び
軽
油
の
使
用
量
は
、
業
務
量
の
増

加
や
児
童
・
生
徒
の
学
習
計
画
に
関

連
す
る
部
分
も
あ
り
、
一
律
に
削
減

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
庁
用
車
の
運
用
方
法
の
改
善
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
車
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
都
市
ガ
ス
に
つ
い
て
も
目
標
値
を

大
き
く
超
過
し
ま
し
た
が
、
学
校
な

ど
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
燃
料
を
、

灯
油
や
液
化
天
然
ガ
ス
か
ら
都
市
ガ

ス
へ
順
次
転
換
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
都
市
ガ
ス
は
、
石
油
な
ど
に
比
べ

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
く
環
境

に
対
す
る
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。
今
後
も
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
の
利
用
が
拡
大
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
、
総
量
と
し
て
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
に
お
け
る
目
標
達

成
に
向
け
、
節
電
お
よ
び
資
源
の
節

約
を
行
い
、
本
計
画
の
達
成
に
努
め

ま
す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
6
・
7

白
井
市
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画

〜
平
成
24
年
度
の
結
果
〜

役
立
つ
！
中
高
年
齢
者
の

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
中
・
高
年
齢
者
の
再
就
職
支
援
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
仕
事
を
探
す
前
に
知
っ
て
お
き
た

い
知
識
や
情
報
収
集
の
方
法
、
履
歴

書
や
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
、
面
接

方
法
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

※
就
職
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
は
行
い
ま

せ
ん
。

日
時

　
2
月
17
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分
（
受
け
付
け
　
午
前

9
時
30
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
雇
用
保
険
受
給
中
の
原
則
40

歳
か
ら
65
歳
ま
で
で
再
就
職
を
希
望

す
る
人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班
　
内
線
3
2
4
2
へ

生
活
就
労
に
関
す
る
出

張
相
談

　
就
職
や
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
個
別

に
対
応
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
17
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

※
相
談
時
間
は
1
人
45
分
間
で
す
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
求
職
中
の
人
　
6
人

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班
　
内
線
3
2
4
2
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
12
月
12
日
か
ら
20
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
ギ
ン
ナ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
ダ
イ
コ
ン
、
聖
護
院
ダ
イ
コ
ン
、

カ
ブ
、
赤
カ
ブ
、
ユ
ズ
、
コ
マ
ツ
ナ

　
ギ
ン
ナ
ン
か
ら
45
ベ
ク
レ
ル
／
㌔

㌘
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
数
値
は
一
般
食
品
の
放
射
性

物
質
の
基
準
値
（
1
0
0
ベ
ク
レ
ル

／
㌔
㌘
）
以
下
で
し
た
。
そ
の
他
の

品
目
は
全
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

桜台小学校

桜台中学校

桜台センター

ガソリン
スタンド

桜台三丁目

桜台二丁目

桜台一丁目

桜台
四丁目

桜台
五丁目

　　　行政界

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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子
育
て
応
援
講
座

　
　

「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ

ス
!!
〜
小
児
科
医
師
か

ら
子
育
て
を
す
る
皆
さ

ん
へ
〜
」

　
小
児
科
医
師
に
よ
る
、
子
育
て
の

「
ハ
ッ
ピ
ー
感
」
を
育
む
講
座
で
す
。

　
病
気
に
も
予
防
接
種
に
も
、
し
っ

か
り
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
マ
マ
友
」
を
作
り
た
い
人
や
子

育
て
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
た
い
人

は
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
2
月
22
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
（
受
け
付
け

　
午
後
1
時

〜
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
妊
婦
や
2
〜
6
カ
月
未
満
の

子
を
育
て
て
い
る
保
護
者
と
そ
の
家

族
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

※
2
〜
6
カ
月
未
満
の
子
ど
も
も
一

緒
に
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
1
歳
以
上
　
10
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師
　
と
り
う
み
小
児
科
　
鳥
海
佳

代
子
院
長

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
出
産
日
ま
た
は
出

産
予
定
日
、
電
話
番
号
、
あ
れ
ば
質

問
事
項
、
同
伴
す
る
家
族
が
い
る
場

合
は
続
柄
、
保
育
希
望
の
場
合
は
子

ど
も
の
氏
名
お
よ
び
年
齢
を
、
2
月

14
日
㈮
ま
で
に
健
康
課
母
子
保
健
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
・

ken

kou@
city.shiroi.chiba.jp

へ

※
E
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、

件
名
に
「
子
育
て
応
援
講
座
」
と
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
を
飲
み

な
が
ら
、
出
産
経
過
の
話
や
呼
吸
法

の
練
習
、
妊
娠
中
の
食
生
活
に
つ
い

て
、
気
軽
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
助
産
師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

が
皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

　
出
産
予
定
日
が
近
い
妊
婦
さ
ん
と

も
知
り
合
い
に
な
れ
ま
す
。

日
時
　
2
月
5
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け
　
午
前
9
時
45
分

〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
〜
9
カ
月

ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

　市では、市立保育園の待機児童などの解消を図るた
め、限られた任期で短時間勤務を行う保育士を募集し
ます。
募集要件・人数　保育士の資格を有し、昭和43年4月2
日以降に生まれた人（45歳以下）　7人
※選考基準により選考します。
任期　平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
※週31時間以内での勤務となります。詳細については
募集案内にあります。
勤務場所　市立保育園（清水口保育園・南山保育園・桜台保育園）
■申・■問　所定の申込書（総務課・市ホームページにあります）に必要事項
を記入の上、保育士登録証の写しを添えて、1月16日㈭から2月14日㈮まで
に、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

任期付短時間勤務職員（保育士）
を募集します

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
1
0
0
円
（「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

リ
ウ
マ
チ
で
困
っ
て
い

る
人
へ

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
人
に
役
立
つ
体

操
や
、
日
常
生
活
上
の
工
夫
な
ど
の

情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
6
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
炎
症
や
痛

み
が
落
ち
着
い
て
い
る
人
お
よ
び
そ

の
家
族
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
3
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
5
へ

～おやこの食育教室～

おやこわくわく味
み そ

噌作り体験
　「味噌作り」を通して、日本の伝統的な食文化を親子で見つめ直して
みませんか。
日時　2月8日㈯　午前11時～午後1時30分（受け付け　午前10時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　市内在住の小学生とその保護者　12組（申し込み順）
内容　食育の話、味噌作り
※作った味噌を持ち帰りることができ、おにぎりと豚汁の昼食が付きま
す。
持ち物　エプロン、手ふき用タオル、飲み物、筆記用具、三角巾
参加費　1,500円（味噌・昼食代）
保育　あり　（1歳以上・申し込み順）
■申・■問　子どもと保護者の氏名、学年、住所、電話番号を1月27日㈪
までに、電話かＥメールで健康課健康づくり班　☎（497）3494・{ 
kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

住み慣れた地域で
                安心して暮らすために
　11月15日号、12月15日号に引き続き、
市が指定している地域密着型サービスを紹
介します。シリーズ最終回の今号では、小
規模の特別養護老人ホームと介護専用型特
定施設を紹介します。料金体系などは表の
とおりです。
申　各事業所へ
問　高齢者福祉課介護保険班　☎（497）
3473

地域密着型サービス最終回3

介護保険

自己負担の目安（1日）

要介護1 669円
要介護2 740円
要介護3 814円
要介護4 885円
要介護5 955円

※その他管理費、食費、日
常生活費、オムツ代、理美
容代などが掛かります。

④地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護サービス

自己負担の目安（1日）

要介護1 568円
要介護2 637円
要介護3 710円
要介護4 779円
要介護5 850円

※その他部屋代、食費、日常
生活費、理美容代などが掛か
ります。

⑤地域密着型特定施設入居者
生活介護サービス

　要介護1以上の人が利用できる定
員29人以下の小規模で運営される
特別養護老人ホームです。少人数の
入所者に対し、入浴、排せつ、食事
の介護など、日常生活の世話、機
能訓練、健康管理や療養上の世話
を行う施設です。

【市内の事業所】
◆特別養護老人ホーム
　　　　　　　サクラビア
神々廻1927-6
☎（498）3191

　要介護1以上の人が利用できる定員29人
以下の小規模で運営される介護付きの有料
老人ホームで、食事、入浴、排せつなどの
介護や、リハビリが受けられます。

【市内の事業所】
◆リハモードホーム
根235-2　☎（497）1907

自己負担の目安（1回）

対象 金額
（共用型）

金額
（単独型）

要支援1 474円    906円
要支援2 502円 1,012円
要介護1 512円 1,048円
要介護2 530円 1,161円
要介護3 549円 1,275円
要介護4 567円 1,389円
要介護5 585円 1,503円
※その他食費、日常生活費が掛かります。

お詫びと訂正
　12月15日号の認知症対
応型通所介護サービスの
自己負担の目安（1回）は、
共用型の施設の場合の目
安であり、掲載した「リ
ハモードテラス」は単独
型施設となります。
　単独型施設の自己負担の
目安は右表のとおりです。
お詫びして訂正します。

➡

◆高齢者福祉計画・介護保険事業計画（第6期）
の策定に向けて
　介護保険の事業の展開や地域密着型の施設などを計画的に配置するた
め、その基礎資料となる住民意識調査を1月後半から2月にかけて実施し
ます。この意識調査は、40歳から64歳までのうち、無作為抽出による2,000
人と、65歳以上の在宅者全員を対象に実施します。
　平成27年度からの3年間の計画を策定する大切な基礎資料となります
ので、調査への協力をお願いします。
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瀬野外科胃腸科医院　　瀬野久和医師
●先生の専門分野を教えてください
　専門は形成外科です。医師になった昭
和60年から15年間は順天堂大学病院で働
き、平成12年からは白井で開業していた
父親の跡を継いでいます。
　大学病院にいたときの専門は顔の骨の
手術で、生まれつきの顔の形を治す手術
や、交通事故やスポーツ中の事故などで
顔にけがを負った人の手術を多く行いま
した。現在の医院でも顔周りのけがやほ
くろの日帰りの手術を行っていて、傷がきれいに治ると喜んでいただいてい
ます。
●休日の過ごし方を教えてください
　休日はリフレッシュできるよう体を動かしています。子供の頃父親と印旛
沼や手賀沼でヨットに乗り始めたのがきっかけで、乗る場所は変わりました
が今も続けています。いつもと全く違う環境に入るのが良い様です。他には
機械をいじるのが好きで、車などを直したりしています。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　患者さんが自分の病気のことを理解して、ご自身でどのように対処し向き
合えばよいか考えられるよう、丁寧に病気や治療の説明をするようにしてい
ます。例えば、高血圧や糖尿病などの生活習慣病は、初期は目立った症状が
ないため大丈夫だと思いがちですが、放っておけば取り返しのつかないこと
になります。治療が必要なことと、日々の食生活の注意が大切なことを患者
さんにご理解いただけるように心がけています。
●今後の夢
　白井の地域に合った家庭医であり続けたいと思っています。家庭医とはど
んな病気でも診られる医師ではなく、必要な時に最適な医療機関を患者さん
に紹介できる医師であると思っています。患者さんの性格や希望に合った医
師や医療機関が紹介できるよう、日々考えています。

瀬野外科胃腸科医院　根120－14　☎（492）0720

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

瀬野久和医師

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
日
本
を

代
表
す
る
文
化
遺
産
「
法
隆
寺
の
金

堂
壁
画
」
が
焼
失
し
た
日
で
す
。

　
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
事

件
の
再
発
防
止
を
目
的
に
、
毎
年
１

月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

定
め
、
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
運

動
を
全
国
各
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
市
民
と
と
も
に
先
人
が

残
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
守
っ
て

い
く
た
め
、
消
防
署
や
消
防
団
と
協

力
し
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
訓
練
は
、
市
指
定
文
化
財

「
今
井
の
水
塚
」
で
行
い
ま
す
。

　
訓
練
の
様
子
は
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
、
指
定
文
化
財
の
解
説
も
あ
り

ま
す
。

日
時

　
25
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
11
時

（
荒
天
中
止
）

場
所
　
今
井
の
水
塚
（
今
井
40
―

1
・
個
人
宅
で
実
施
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
　
文
化
課
文
化
班

　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

文
化
財
防
火
デ
ー
と
防
災
訓
練

「日本年金機構研修センター」運動
施設の開放事業が終了します
　平成26年度に日本年金機構センターの施設が閉鎖されるため、
平成26年3月をもって運動施設の開放事業を終了します。
　施設使用料の支払いが済んでいて、雨天などの理由により振り
替えの済んでいないものがある場合は、振り替えまたは還付を受
け付けますので、詳細については問い合わせてください。

2月の日本年金機構研修センター開放日
日程　2月1日㈯・2日㈰・8日㈯・9日㈰・15日㈯・16日㈰・
　　　22日㈯・23日㈰
時間　午前9時～午後5時
対象　市内在住・在勤・在学者（申し込み順）
※未成年者が利用する場合は、必ず成人が同伴してください。
利用料金　テニスコート600円、グラウンド2,940円（各2時間単位）
■申・■問　申請書（生涯学習課にあります）に必要事項を記入の上、
1月27日㈪までに直接生涯学習課スポーツ振興班　内線3435へ
※初めて申請する場合は、生涯学習課スポーツ振興班で利用者
登録をしてください。

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
2
月
4
日
㈫
・
冨
士

セ
ン
タ
ー
、
18
日
㈫
・
青
少
年
女
性

セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

市スポーツ推進委員が表彰されました
　12月8日に市原市市民会館で行われ
た「第30回千葉県スポーツ推進委員研
究大会」において、これまで長年にわ
たる市民の健康増進のためのスポーツ
の普及・振興に尽力をしたことが認め
られ、市スポーツ推進委員の川上美津
子さんが「千葉県スポーツ推進委員功
労者表彰」を受けました。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線
3434 表彰された川上さん

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
3
・

 sy
ou
g
ai-g
ak

u
sy
u
u
@
city
.sh
iroi.ch

iba.

jp

へ
「
く
ず
し
字
」
を
読
も
う

　「
く
ず
し
字
辞
典
」
の
引
き
方
に

関
す
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
6
日
・
20
日
・
27
日

（
各
木
曜
日
・
全
3
回
）　
午
後
1

時
30
分
〜
3
時

場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

対
象

　
指
定
す
る
「
く
ず
し
字
辞

典
」
が
用
意
で
き
、
全
て
の
日
程
に

参
加
で
き
る
人

　
20
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
く
ず
し
字
辞
典

参
加
費

　
2
、
3
1
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
・
問

　
1
月
25
日
㈯
ま
で
に
直
接

郷
土
資
料
館
　
☎
（
4
9
2
）
1
1

2
4
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

文化財の防災訓練に参加する「なし坊」

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

香
取
神
宮
と
白
井

　
昨
年
は
伊
勢
神
宮
の
「
式
し
き
ね
ん
せ
ん

年
遷

宮ぐ
う
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
20

年
に
1
度
、
社
殿
を
新
た
に
建
て

直
す
と
い
う
も
の
で
す
。
平
安
時

代
か
ら
「
神
宮
」
を
名
乗
っ
て
き

た
神
社
は
伊
勢
神
宮
の
他
、
茨
城

県
の
鹿
島
神
宮
、
千
葉
県
香
取
市

の
香
取
神
宮
の
計
3
社
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
実
は
香
取
神
宮
で
も
中

世
ま
で
は
伊
勢
神
宮
と
同
じ
よ
う

に
式
年
遷
宮
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
年
遷
宮
を
行
う
に
は
多
く
の

費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
香
取
神
宮

や
そ
の
神
官
の
家
々
に
は
鎌
倉
時

代
以
来
の
式
年
遷
宮
の
古
文
書
が

残
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
周
辺
の
各

地
域
に
負
担
を
割
り
当
て
た
際
の

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
は
そ
の
中
に
白
井
に
つ
い
て

て
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
12
世
紀

末
の
治
承
元
年
〜
建
久
8
年
（
1

1
7
7
〜
9
7
）
に
作
成
さ
れ
た

遷
宮
の
負
担
を
割
り
当
て
た
古
文

書
の
中
に
「
平
塚
郷
」
の
名
前
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
文
書
で
残
さ

れ
た
白
井
に
つ
い
て
の
記
録
の
中

で
最
も
古
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

「
平
塚
郷
」
は
今
の
平
塚
地
区
か

ら
名
内
地
区
に
か
け
て
広
が
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
当
時
は
貨
幣
経
済
が
浸
透

し
て
お
ら
ず
、
金
銭
の
代
わ
り
に

い
ろ
い
ろ
な
品
物
を
差
し
出
す
よ

う
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
当
時
の
「
平
塚
郷
」
で
ど

ん
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
た
の
か

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
白
米
・
魚
・

菓
子
（
果
物
）・
味み
そ曽
・
鹽し

お
（
塩
）・

酒
・
酢
・
布
（
麻
布
）・
絹
・
股も

も

貫ぬ
き
・
皮か

わ
沓ぐ

つ・
炭
・
薦こ

も
（
ま
こ
も
の

む
し
ろ
）・
差
縄
・
杓

し
ゃ
くな
ど
を
負

担
す
る
よ
う
に
求
め
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
も
中
ご
ろ
、
13
世
紀

の
式
年
遷
宮
の
古
文
書
に
も
白
井

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
頃
に
な
る
と
神
宮
の
建
物
ご
と

に
負
担
が
割
り
振
ら
れ
、
そ
の
費

用
を
米
で
支
払
う
形
と
な
り
ま
す
。

　
白
井
で
は
「
平
塚
郷
」
が
東
西

脇
門
を
担
当
し
、「
冨
谷
郷
」
が

瞻
男
（
ま
も
り
お
）
社
の
社
殿
を

担
当
し
ま
す
。「
冨
谷
郷
」
は
白

井
市
の
南
半
部
分
に
広
が
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
、「
富
ヶ
谷
」
の

名
は
県
立
白
井
高
等
学
校
の
西
に

あ
る
「
富
ヶ
谷
橋
」
な
ど
現
在
も

残
り
ま
す
。

　
香
取
神
宮
の
東
西
脇
門
は
、
今

は
失
わ
れ
、
ど
こ
に
所
在
し
た
の

か
も
不
明
で
す
が
、
瞻
男
神
社
は

香
取
神
宮
の
旧
参
道
脇
に
あ
た
る

香
取
市
津つ

の
み
や宮に
今
で
も
所
在
し
て

い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
　
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
香取市津宮の瞻男神社



高

齢

者

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子

ど

も

子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

公  
親
子
で
一
緒
に
遊
び

ま
し
ょ
う

　
節
分
の
「
鬼
の
お
面
」
を
作
っ
て

遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
27
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

0
歳
児
サ
ー
ク
ル

「
つ
く
し
ち
ゃ
ん
」

　
1
年
間
の
成
長
の
記
念
に
手
形
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
3
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル

申
　
1
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
お
菓
子

を
作
っ
て
み
よ
う
。

日
時

　
2
月
1
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
27
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

桜台センターフェスティバル日程表
内容 日程 プログラム（開催時間）

展示 25日㈯・26日㈰
絵画、児童絵画、はがき絵、団体活動報告、作
品展示、桜台センター事業「コッコ倶

く ら ぶ
楽部」展

示（終日）

発表
25日㈯

空手演武（9:30 ～）、女性コーラス（10：30 ～）、
チアリーディング（12:00 ～）、合気道演武（13：
00 ～）、フラダンス（14:00 ～）

26日㈰ 親子ダンス（11:00 ～）、チアダンス（11:30 ～）、
室内楽コンサート（12:30 ～）、空手演武（13：30 ～）

模擬店・販売

25日㈯ 文房具、はちみつなど

26日㈰ インド風梨キーマカレー

25日㈯・26日㈰

模擬店（焼きそば、たこ焼き、焼き鳥、黒米大福、
ピザ、パン、野菜、クッキー、ケーキ、ふるさ
と産品「落花生最

も な か

中」、草もち、団子、竹炭、竹
細工、竹酢液など）
手作り品（アロマ小物、古布小物、手作り小物など）

児童館

25日㈯

グラウンドゴルフ（9：30 ～ 15：00）、ストラック
アウト（9：30 ～ 15：00）、スライム作り（9：30
～ 15：00）、囲碁・将棋（13：00 ～ 15：00）、おは
なし会（11：00 ～ 11：30）
※「スライム作り」は有料です。

26日㈰

マンカラ体験（9：30 ～ 12：00）、マンカラ大会（13：
00 ～）、「さくセン子ども企画部」の射的（9：30
～ 14：30）、魚つり（9：30 ～ 14：30）、ぶんぶん
ゴマ作り（9：30 ～ 14：30）
※マンカラ大会は、25日㈯ 9：30 ～参加の申し込
み受け付けを開始します。「さくセン子ども企画
部の射的」は有料です。

　
　センターフェスティバルは、サークルや市民活動団体の1年間の学習成果の発表や展示を行う場として、各団体が作成した作品の販売や子どもた
ちが楽しめる体験コーナーなど、地域の皆さんと交流できる祭りです。1月の桜台センターでの開催を皮切りに3月まで各センターで開催します。
　各センターの実施日は下表のとおりです。

日時　1月25日㈯　午前9時30分～午後3時30分
　　　　  26日㈰　午前9時30分～午後2時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　右表のとおり
※臨時駐車場を桜台小・中学校に用意します。

センターフェスティバル日程表
センター名 開催日

桜台センター 1月25日㈯・26日㈰
西白井複合センター 2月8日㈯・9日㈰
公民センター 3月1日㈯
冨士センター 3月1日㈯・2日㈰
白井駅前センター 3月8日㈯・9日㈰
白井コミュニティセンター 3月15日㈯

昨年の児童館の様子

女性コーラスの合唱

福  子育て支援講座「ココロから元気に！
ハッピースマイル術」ママたちの女子会

　子育てがより楽しくなる講座に参加してみませんか。
日程・内容・講師　下表のとおり（全３回）
時間　午前10時～正午
対象　未就学児から小学生までの子を持つ母親　15人
（応募者多数の場合は抽選）
※保育を希望する人は直接問い合わせてください。
持ち物　筆記用具、14日のみタオルとハンドクリーム
参加費　300円（茶菓代）
■申　1月28日㈫までに電話か直接福祉センターへ
日程 内容 講師

2月7日㈮ コモンセンスペアレンティング
～ほめて伸ばす効果的なしつけ～ スペース海　関桂子さん

2月14日㈮ セルフリフレクソロジー～足裏から健康に！花粉症対策～
リフレクソロジスト
小池美幸さん

2月21日㈮ パートナーに左右されない！自分軸足マネープラン
ファイナンシャルプラン
ナー　難波響子さん

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈬
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

は
し
そ
ろ
ぴ
っ
く

i
n
福
祉
セ
ン
タ
ー

　「
は
し
そ
ろ
ぴ
っ
く
」
と
は
、
箸

で
そ
ろ
ば
ん
玉
を
つ
ま
ん
で
運
ぶ
競

技
で
す
。

　
全
国
珠
算
連
盟
が
考
案
し
た
「
は

し
そ
ろ
ぴ
っ
く
」
で
熱
く
盛
り
上
が

り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
4
日
㈫

　
午
前
10
時
45

分
〜

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人

申
　
1
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー

キ
作
り

　
ハ
ー
ト
形
の
「
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
」
を
作
っ
て

み
よ
う
。

日
時

　
2
月
8
日
㈯

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
　
12
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
31
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～
センターフェスティバル

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあ
るため徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問
い合わせてください。
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更す
る場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

桜台センター「さくセンフェタ」
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趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
成
田
市
中
央
公
民
館
　
対
象

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
地
域
保
健

医
療
講
演
会

　
日
本
歯
科
大
学
の
菊
谷
武
教
授
に

よ
る「
地
域
で
行
う
食
支
援
」を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
6
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所
　
成
田
国
際
文
化
会
館

対
象

　
一
般
（
自
由
参
加
）　
参
加

費
　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
印
旛
郡
市
歯
科
医

師
会
☎
0
4
7
6
（
2
7
）
1
8
9

4
へ

◆
「
自

じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
普
及
会
」
会
員
募
集

　
自
彊
術
は
ラ
ジ
オ
体
操
が
普
及
す

る
前
か
ら
の
国
民
体
操
で
す
。

　
火
曜
日
に
も
活
動
を
始
め
ま
す
の

で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
無
料

体
験
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
講
師
　
公
益

社
団
法
人
自
彊
術
普
及
会
　
神
藤
み

よ
子
指
導
員
　

※
会
費
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
　
平
田
☎
（
4
9
2
）
4
7
0
5

◆
白
井
2
0
1
4
公
募
写
真
展
作
品

募
集

　
市
内
や
北
総
鉄
道
沿
線
で
撮
影
し

た
A
4
サ
イ
ズ
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
作
品
に
は
賞
品
を
、
上
位

作
品
に
は
賞
状
を
表
彰
式
で
贈
り
ま

す
。
作
品
は
西
白
井
駅
と
白
井
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
、
終

了
後
は
返
却
し
ま
す
。
過
去
に
発
表

さ
れ
た
作
品
と
類
似
す
る
も
の
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
指
定
の
額
縁
（
1
枚
1
、

0
0
0
円
、
市
商
工
会
に
あ
り
ま
す
）

に
応
募
写
真
を
入
れ
て
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
を
貼
り
、
所
定
の
応
募
票
（
額
縁

に
同ど

う
こ
ん梱
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
2
月
7
日
㈮
ま
で

に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接
白
井
公
募

写
真
展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
商

工
会
内
）
〒
2
7
0
―
1
4
2
2

　

白
井
市
復
1
4
5
8
☎
（
4
9
2
）

0
7
2
1
へ

◆
「
千
葉
県
特
定
最
低
賃
金
」
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

　「
千
葉
県
最
低
賃
金（
7
7
7
円
）」

の
他
に
、
業
種
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
る
「
千
葉
県
特
定
最
低
賃
金
」
が

12
月
25
日
㈬
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
業
種
に
よ
り
賃
金
額
（
8
0
7
〜

8
6
7
円
）
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
☎
0
4
3
（
2
2
1
）
2
3
2
8

◆
印
旛
郡
市
民
親
善
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
募
集

　
テ
ニ
ス
仲
間
と
一
緒
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
2
月
23
日
㈰
・
3
月
2
日
㈰

（
予
備
日
　
3
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
）

場
所
　
白
井
市
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場

ほ
か
　
種
目
　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
ベ
テ
ラ
ン
ミ

ッ
ク
ス
（
女
子
45
歳
以
上
・
男
子
50

歳
以
上
の
ペ
ア
）　
参
加
資
格
　
印

旛
郡
市
在
住
・
在
勤
者
（
中
学
・
高

校
生
可
）、
各
市
町
テ
ニ
ス
専
門
部

加
盟
会
員
　
参
加
費
　
一
般
ペ
ア
2
、

5
0
0
円
、
中
学
・
高
校
生
ペ
ア
1
、

5
0
0
円
、
一
般
・
中
学
生
、
一
般
・

高
校
生
ペ
ア
2
、
0
0
0
円

申
　
白
井
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、

参
加
費
と
と
も
に
封
筒
に
入
れ
、
1

月
26
日
㈰
ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ

リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
白
井
市
テ
ニ
ス
連
盟
　
山
口
☎

（
4
9
1
）
5
2
3
8

◆
「
箏

そ
う
き
ょ
く曲
子
ど
も
教
室
（
箏こ

と
・
十
七

弦
・
三
弦
）」
参
加
者
募
集

〜
千
葉
県
伝
統
芸
能
継
承
者
育
成
事
業
〜

　
日
本
の
伝
統
文
化
の
箏
を
奏
で
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
歓
迎
し
ま

す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
練
習
を
行
っ

た
後
、
体
験
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
2
日
㈰
　
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
　
午
前
10
時
〜
、
体
験
発
表
会

午
後
1
時
30
分
〜
　
場
所
　
文
化
会

館
中
ホ
ー
ル
　
対
象
　
県
内
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生

　
30
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
1
月
31
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
学
校
名

を
フ
ァ
ク
ス
で
箏
遊
会

　
赤
木
☎
・

（
4
9
1
）
3
8
2
8
へ
（
電
話

の
問
い
合
わ
せ
は
午
後
7
時
〜
）

◆
白
井
市
平
塚
田
園
自
然
再
生
活
用

協
議
会
「
冬
の
野
鳥
観
察
会
」

　
平
塚
の
里
山
に
生
息
し
て
い
る
野

鳥
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
冬
に
平
塚
へ
渡
っ
て
く
る
野
鳥
た

ち
の
生
態
も
一
緒
に
観
察
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
8
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）　
集
合
場
所

　

N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
平
塚
の

里
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
延
命
寺
北
側
）

対
象

　
市
民

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
環
境
省
鳥
類
標
識
員
　
河

久
男
さ
ん
　
持
ち
物
　
飲
み
物
、
あ

れ
ば
双
眼
鏡
　
参
加
費
　
1
0
0
円

（
保
険
料
ほ
か
）

申
・
問

　
2
月
3
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
事
務

所
☎
（
4
0
4
）
3
2
9
8
（
月
・

水
・
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
）
へ

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演

奏
会

　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
交
響
曲
第
3
番

『
英
雄
』」
や
シ
ベ
リ
ウ
ス
「
交
響

詩
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
』」
な
ど

を
演
奏
し
ま
す
。

　
抽
選
で
30
人
に
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

日
時
　
2
月
9
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　  

場

所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
チ
ケ
ッ

ト
代
　
8
0
0
円
（
当
日
券
の
み
）

※
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

申
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、情
報
を
得
た
媒
体（ 

「
広

報
し
ろ
い
」 

）、「
定
演
チ
ケ
ッ
ト
プ

レ
ゼ
ン
ト
希
望
」
を
記
入
の
上
、
1

月
25
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で

〒
2
7
0
―
1
4
2
4

　
白
井
市
堀

込
2
―
2

　
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン

管
理
事
務
所
気
付
へ

問
　
石
川
☎
（
4
9
2
）
7
7
0
9

社  
交
通
遺
児
に
見
舞
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
陸
上
の
交
通
事
故
で
親
を
失
っ
た

子
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
千
葉
県

社
会
福
祉
協
議
会
交
通
遺
児
援
護
基

金
か
ら
見
舞
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
見
舞
金
な
ど
は
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
持
参
し
ま
す
。

　
1
度
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
が
別
の
激
励
金
な
ど
の
支
給
を
受

け
る
場
合
は
、
再
度
申
し
込
み
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

【
見
舞
金
】

対
象
　
18
歳
未
満
で
遺
児
と
な
っ
た

日
か
ら
1
年
以
内
の
子
が
い
る
世
帯

支
給
額
　
1
世
帯
10
万
円
（
遺
児
が

2
人
以
上
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

2
人
目
か
ら
5
万
円
を
加
算
）

【
勉
学
奨
励
金
】

対
象
　
平
成
26
年
4
月
に
小
・
中
学

校
に
入
学
す
る
遺
児

支
給
額
な
ど

　
2
万
円
と
図
書
カ
ー

ド
1
万
円
分

【
激
励
金
】

対
象

　
平
成
26
年
3
月
に
中
学
校
を

卒
業
す
る
遺
児

支
給
額
な
ど

　
5
万
円
と
図
書
カ
ー

ド
1
万
円
分

申
　
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
社
会
福

祉
協
議
会
へ

公  

珈
琲
（
コ
ー
ヒ
ー
）

の
お
い
し
い
入
れ
方
を

勉
強
し
ま
せ
ん
か

　
コ
ー
ヒ
ー
の
基
礎
知
識
を
勉
強
し

た
後
、
実
際
に
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
、
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
で
ト
ッ
ピ

ン
グ
す
る
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
23
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
一
般

　
24
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
遠
山
珈
琲

　
遠
山
克
利
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費

　
1
、
0
5
0
円
（
材
料
費
、

持
ち
帰
り
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
代
）

申
　
18
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  「
と
も
し
び
の
夕
べ
」

実
行
委
員
会

　「
と
も
し
び
の
夕
べ
」
は
東
日
本

大
震
災
の
追
悼
と
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
、
多
数
の
ろ
う
そ
く
を
と
も

し
て
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

の
魂
に
祈
り
を
捧
げ
る
催
し
で
す
。

　
来
年
度
の
「
と
も
し
び
の
夕
べ
」

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
計
画
と
運

営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
人
は
実
行
委
員
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
29
日
㈬
　
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

ミ
ル
ク
ク
ッ
キ
ン
グ

　
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会
の
人
と
一

緒
に
牛
乳
や
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理

福   プチ起業講座
　「プチ起業」とは自分らしい働き方
を見つけ、小さな事業を自ら立ち上
げることです。この講座では、自分
の夢をかなえる一歩を応援します。
　参加したい講座を選んで申し込み
をすることができますので、起業に
興味がある人は参加してみませんか。
日程・時間・内容　下表のとおり
対象　起業に関心がある女性、または起業して間もない女性
各日25人（応募者多数の場合は抽選）
※26日のみ10人までとなります。保育を希望する人は直接問い合
わせてください。
参加費　無料（27日のみテキスト代2,000円が掛かります）
■申　1月24日㈮までに電話か直接福祉センターへ

プチ起業

日程表
日程 時間 内容

2月7日㈮ 13：30 ～ 15：30 オンリーワンな商品作り

2月8日㈯ 13：30 ～ 15：30
お金をかけない！売り込まない！営
業しない！人が集まる仕掛けとは？

2月13日㈭ 10：00 ～ 12：00
起業に必要な経営計画書の作り方、
補助金情報

2月26日㈬ 10：00 ～ 12：00 起業交流会

2月27日㈭ 13：30 ～ 15：30
「Jimdo（ジンドゥー）」でらくらく
ホームページづくり

「
乳
和
食
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
1
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
管
理
栄
養
士
　
小
山
浩
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
タ
オ
ル
、
上
履
き
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器

メ
ニ
ュ
ー

　
さ
ば
の
ミ
ル
ク
味
噌
煮
、

ふ
わ
ふ
わ
ミ
ル
ク
が
ん
も
、
高
野
豆

腐
の
ミ
ル
ク
煮
、
豆
ご
飯
な
ど

申
　
1
月
25
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
人
生
に
立
ち
止
ま
っ
た
時
も
独
り

じ
ゃ
な
い
、
み
ん
な
の
話
を
聞
い
て

み
よ
う
。

日
時

　
2
月
7
日
㈮

　
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

対
象

　
20
〜
30
歳
代
の
人

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

2014.1.159
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2014.1.15 10み ん な の ひ ろ ば

天
　
ア
メ
横
や
声
の
ぶ
つ
か
る
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

地
　
海
鳴
り
に
冬
迫
り
来
る
越
後
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

人
　
烏
賊
を
干
す
島
人
赤
き
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
松
村
純
子

【
選
評
】　
天
　
東
京
上
野
の
ア
メ
屋
横
丁
の
雑
踏
。
師
走
の
人

で
一
杯
だ
。「
声
の
ぶ
つ
か
る
」
で
そ
の
活
気
が
よ
く
伝
わ
っ
て

来
る
。
地
　
日
本
海
の
波
が
荒
れ
始
め
、
そ
の
海
鳴
り
を
聞
い

て
い
る
と
、
い
よ
い
よ
冬
だ
な
と
思
う
。
厳
し
い
季
節
を
迎
え

る
心
構
え
が
感
じ
ら
れ
る
。
人
　
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
が
印

象
的
。
烏
賊
は
白
く
海
は
青
い
。
色
彩
の
鮮
や
か
な
句
で
あ
る
。

島
人
の
生
活
の
一
部
も
見
え
て
来
る
。

　
　
大
銀
杏
力
ぬ
き
た
り
ど
っ
と
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
台
　
市
川
元
彦

か
さ
か
さ
と
椎
の
小
径
の
冬
旱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

穂ほ
す
す
き芒
の
ひ
と
叢む

ら
に
し西
へ
泳
ぎ
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
　
　
織
本
泰
子

一
期
一
会
冬
の
入
日
の
沈
む
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
　
片
野
美
耶
子

還
暦
に
不
意
と
余
生
の
日
記
買
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
神
奈
月
英
人

婚
姻
の
届
済
ま
せ
し
小
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
治
夫

通
学
の
子
の
声
は
じ
け
花
八
つ
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

電
車
に
て
「
ど
う
ぞ
う
」
と
言
い
席
を
立
ち

ゆ
ず
る
あ
な
た
の
若
さ
の
眩
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

【
選
評
】　「
ど
う
ぞ
う
」
の
穏
や
か
で
の
ん
び
り
と
し
た
も
の
言

い
が
面
白
い
。
若
者
な
ら
で
は
の
優
し
さ
や
恥
じ
ら
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

洗
濯
も
の
た
た
み
夕
餉
を
と
と
の
え
ぬ

傘
寿
迎
え
て
安
ら
ぐ
日
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

蝋
梅
の
甘
き
か
を
り
の
た
だ
よ
ひ
て

今
日
の
歩
み
は
一
万
歩
越
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

公
孫
樹
と
は
生
き
た
化
石
と
知
り
た
り
き

炒
り
て
翡
翠
の
そ
の
実
食
み
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
す
る
高
校
生

こ
は
ご
は
廊
下
を
ゆ
く
さ
ま
笑
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

い
ま
す
。

①
市
民
活
動
の
活
性
化
と
推
進

②
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ

精
神
の
高
揚

④
文
化
・
芸
術
の
振
興

⑤
良
好
な
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援

⑥
社
会
福
祉
活
動
へ
の
支
援

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て

 

　「
Ｎ
Ｐ
O
法
人
北
総
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
は
、北
総
地
域
の
「
住

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
平
成
13
年
5
月
26
日
に
設
立

し
、
同
年
10
月
17
日
に
Ｎ
Ｐ
O
法

人
の
認
証
を
受
け
た
団
体
で
す
。

　
発
足
当
時
は
白
井
市
の
他
に
印

西
市
や
鎌
ケ
谷
市
に
ま
だ
N
P
O

団
体
が
少
な
く
、
私
た
ち
の
団
体

に
賛
助
会
員
も
含
め
て
50
人
程
が

集
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
広
域
に
北
総
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
ま
し
た
。

　
発
足
当
初
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
に
市
の
協
力
も
得
て
、
市

制
と
な
っ
た
、
平
成
13
年
度
に
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
白
井
運
動
公

園
で
の
「
市
制
記
念
ラ
グ
ビ
ー
招

待
試
合
　
早
稲
田
対
慶
応
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
平
成
15
年
度
は

「
N
P
O
と
行
政
の
協
働
」
を
掲

げ
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
る

た
め
、
1
年
を
通
し
て
10
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
協
働
の
理
念
の
も
と

に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

そ
の
収
益
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
陶

芸
窯
の
更
新
に
役
立
て
ま
し
た
。

仲
間
の
団
体
の
文
化
芸
術
活
動
を

協
賛
・
後
援
も
し
て
い
ま
す
。

　「
社
会
福
祉
活
動
」
で
は
、「
健

康
・
医
療
講
座
」
を
定
期
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
期
に
適
し
た

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
活
動
団
体

と
の
協
働
の
も
と
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
へ
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
計
画
中
で
す
。

　
現
在
の
会
員
数
は
23
人
程
度
で

入
会
金
5
千
円
、
年
会
費
3
千
円

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
前
田
☎
（
4
9
1
）

3
6
3
5

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

⑦
会
員
お
よ
び
関
係
団
体
と
の
親

睦
を
深
め
る
活
動

　「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
と
い
う

観
点
と
福
祉
活
動
も
兼
ね
て
、
10

年
間
欠
か
さ
ず
活
動
を
続
け
て
い

る
の
が
「
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や
か
広

場
」
で
す
。
公
益
財
団
法
人
さ
わ

や
か
福
祉
財
団
と
共
に
、
高
齢
者

や
桜
台
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

小
学
生
、
柏
レ
イ
ソ
ル
の
プ
ロ
選

手
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
を
招
き
神
々

廻
地
区
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
菊
華
園
」
で
プ
ロ
の
模
範
試
技
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
サ
ッ
カ
ー

ゲ
ー
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
文
化
・
芸
術
の
振
興
活
動
」

で
は
、
賛
同
す
る
仲
間
の
団
体
と

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
「
ナ

レ
オ
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑭

「サッカーさわやか広場」スタッフの皆さん

N
P
O
法
人

北
総
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　12月13日に桜台小学校5・6年生を対
象に、東京税関成田税関支署による「税
関教室」が行われました。職員の皆さ
んから子どもたちに、なじみの浅い「税
関」という仕事内容や「コピー商品」
の違法性などの説明のほか、海外から
持ち込まれる薬物がいかに怖く、その
持ち込みを「税関」という場所で防ぎ、
薬物の乱用につながらないようにせき止めているという話がありました。実際
に、麻薬探知犬の「サン号」と「ゼット号」が麻薬捜査の実演を行い、麻薬探
知犬が麻薬の入ったバックなどを見つけると、子どもたちから「すごい！」「よ
く分かるね！」などの声が上がりました。
　担当者からは「もし、みんなの周りに薬物に対する誘惑があった時には、今
日の事を思い出し、絶対に薬物には手を出さないで！」と子どもたちに語りか
けていました。

　12月中旬から、社会科で政治や行
政について学んでいる市内小学校の
６年生を対象に、市長の出前による
「社会科特別授業」が始まりました。
　この特別授業は、市内の小学６年
生が「市長への手紙」で「地方自治
について話を聞きたい」という申し
出があったことが切っ掛けとなり、
今年度希望のあった7校で2月まで行
われます。

　授業は、子どもたちにもっと白井の魅力を知り、好きになってもらえるよう
に、市の歴史や特産である梨、千葉ニュータウンやその周辺に広がる豊かな自
然などを、映像を交えて市長が説明する様子に、子どもたちは熱心に耳を傾け
ていました。
　子どもたちからは「北総線の運賃を安くしてほしい」「私たちが何をすれば
もっと豊かな白井市にすることができるのか」など大人顔負けの質問があり、
子どもたちと市長による活発な意見交換も行われました。
　

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

伊澤市長による特別授業の様子

市内小学校で市長が先生になる「社会科特別授業」がスタート

青少年の薬物乱用使用防止を願って

麻薬探知犬「サン号」による実演の様子


